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   Ａ６１Ｋ   35/51     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月2日(2020.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サルベージキメラ抗原受容体（ＣＡＲ）であって、
　ａ）細胞外抗原結合ドメイン、
　ｂ）多量体化ドメイン、
　ｂ）膜貫通ドメイン、
　ｃ）１つ以上の細胞内共刺激シグナル伝達ドメイン、および／または
　ｄ）一次シグナル伝達ドメインを含む、サルベージキメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
【請求項２】
　（ａ）前記細胞外抗原結合ドメインが、抗体またはその抗原結合断片を含む、
　（ｂ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ラクダＩｇ、Ｉｇ　ＮＡＲ、Ｆａｂ断片、Ｆａ
ｂ’断片、Ｆ（ａｂ）’２断片、Ｆ（ａｂ）’３断片、Ｆｖ、一本鎖Ｆｖ抗体（「ｓｃＦ
ｖ」）、ビス－ｓｃＦｖ、（ｓｃＦｖ）２、ミニボディ、ダイアボディ、トリアボディ、
テトラボディ、ジスルフィド安定化Ｆｖタンパク質（「ｄｓＦｖ」）、および単一ドメイ
ン抗体（ｓｄＡｂ、ナノボディ）からなる群から選択される抗体またはその抗原結合断片
を含む、
　（ｃ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ｓｃＦｖである、
　（ｄ）前記細胞外抗原結合ドメインが、アルファ葉酸受容体、５Ｔ４、αｖβ６インテ
グリン、ＢＣＭＡ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７－Ｈ６、ＣＡＩＸ、ＣＤ１６、ＣＤ１９、ＣＤ２０
、ＣＤ２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４４、ＣＤ４４ｖ６、ＣＤ４４ｖ７／
８、ＣＤ７０、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、ＣＤ１２３、ＣＤ１３８、ＣＤ１７１、ＣＥＡ
、ＣＳＰＧ４、ＥＧＦＲ、ＥＧＦＲファミリー、例えば、ＥｒｂＢ２（ＨＥＲ２）、ＥＧ
ＦＲｖＩＩＩ、ＥＧＰ２、ＥＧＰ４０、ＥＰＣＡＭ、ＥｐｈＡ２、ＥｐＣＡＭ、ＦＡＰ、
胎児ＡｃｈＲ、ＦＲα、ＧＤ２、ＧＤ３、グリピカン－３（ＧＰＣ３）、ＨＬＡ－Ａ１＋
ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ１＋Ｎ
Ｙ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、
ＩＬ－１１Ｒα、ＩＬ－１３Ｒα２、ラムダ、Ｌｅｗｉｓ－Ｙ、カッパ、メソテリン、Ｍ
ｕｃ１、Ｍｕｃ１６、ＮＣＡＭ、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＰＲＡＭＥ、
ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＳＳＸ、サバイビン、ＴＡＧ７２、ＴＥＭ、ＶＥＧＦＲ
２、およびＷＴ－１からなる群から選択される抗原に結合する、
　（ｅ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＳＰＧ４、ＰＳＣＡ、
ＲＯＲ１、およびＴＡＧ７２からなる群から選択される抗原に結合する、
　（ｆ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、Ｃ
Ｄ２３、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ５２、ＣＤ８０、およびＨＬＡ－ＤＲからなる群から
選択される抗原に結合する、
　（ｇ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡまたはＣＤ１９に結合する、
　（ｈ）前記細胞外抗原結合ドメインが、がん細胞上に発現する抗原に結合する、
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　（ｉ）前記細胞外抗原結合ドメインが、固形がん細胞上に発現する抗原に結合する、
　（ｊ）前記細胞外抗原結合ドメインが、液性がん細胞上に発現する抗原に結合する、
　（ｋ）前記細胞外抗原結合ドメインが、悪性Ｂ細胞上に発現する抗原に結合する、ある
いは
　（ｌ）前記細胞外抗原結合ドメインが、悪性形質細胞上に発現する抗原に結合する、
請求項１に記載のサルベージＣＡＲ。
【請求項３】
　（ａ）前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、カルシ
ニューリンポリペプチド、サイクロフィリンポリペプチド、細菌ＤＨＦＲポリペプチド、
ＰＹＬ１ポリペプチド、ＡＢＩ１ポリペプチド、ＧＩＢ１ポリペプチド、ＧＡＩポリペプ
チド、およびそれらのバリアントからなる群から選択される、
　（ｂ）前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、および
そのバリアントからなる群から選択される、あるいは
　（ｃ）前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰ１２ポリペプチドおよびＦＲＢ　Ｔ２０９８
Ｌポリペプチドからなる群から選択される、
請求項１または２に記載のサルベージＣＡＲ。
【請求項４】
　（ａ）前記膜貫通ドメインが、Ｔ細胞受容体のアルファ鎖またはベータ鎖、ＣＤδ、Ｃ
Ｄ３ε、ＣＤγ、ＣＤ３ζ、ＣＤ４、ＣＤ５、ＣＤ８α、ＣＤ９、ＣＤ１６、ＣＤ２２、
ＣＤ２７、ＣＤ２８、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４５、ＣＤ６４、ＣＤ７１、ＣＤ８０、
ＣＤ８６、ＣＤ１３４、ＣＤ１３７、ＣＤ１５２、ＣＤ１５４、ＡＭＮ、およびＰＤ１か
らなる群から選択されるポリペプチドから単離される、
　（ｂ）前記膜貫通ドメインが、ＣＤ８α、ＣＤ４、ＣＤ４５、ＰＤ１、およびＣＤ１５
２からなる群から選択されるポリペプチドから単離される、あるいは
　（ｃ）前記膜貫通ドメインが、ＣＤ８αから単離される、
請求項１～３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
【請求項５】
　（ａ）前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインおよび／または一次シグナル伝達ド
メインが、免疫受容体チロシン活性化モチーフ（ＩＴＡＭ）を含む、
　（ｂ）前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ１、ＴＬＲ２、ＴＬＲ３
、ＴＬＲ４、ＴＬＲ５、ＴＬＲ６、ＴＬＲ７、ＴＬＲ８、ＴＬＲ９、ＴＬＲ１０、ＣＡＲ
Ｄ１１、ＣＤ２、ＣＤ７、ＣＤ２７、ＣＤ２８、ＣＤ３０、ＣＤ４０、ＣＤ５４（ＩＣＡ
Ｍ）、ＣＤ８３、ＣＤ１３４（ＯＸ４０）、ＣＤ１３７（４－１ＢＢ）、ＣＤ２７８（Ｉ
ＣＯＳ）、ＤＡＰ１０、ＬＡＴ、ＮＫＤ２Ｃ、ＳＬＰ７６、ＴＲＩＭ、およびＺＡＰ７０
からなる群から選択される共刺激分子から単離される、
　（ｃ）前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインが、ＣＤ２８、ＣＤ１３４、ＣＤ１
３７、およびＣＤ２７８からなる群から選択される共刺激分子から単離される、
　（ｄ）前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインが、ＣＤ１３７から単離される、
　（ｅ）前記一次シグナル伝達ドメインが、ＦｃＲγ、ＦｃＲβ、ＣＤ３γ、ＣＤ３δ、
ＣＤ３ε、ＣＤ３ζ、ＣＤ２２、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、およびＣＤ６６ｄからなる群
から選択されるポリペプチドから単離される、あるいは
　（ｆ）前記一次シグナル伝達ドメインが、ＣＤ３ζから単離される、
請求項１～４のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
【請求項６】
　（ａ）シグナルペプチド、抗ＢＣＭＡ　ｓｃＦｖ、リンカー、ＦＲＢ（Ｔ８２Ｌ）多量
体化ドメイン、ＣＤ８αヒンジおよび膜貫通ドメイン、４－１ＢＢ共刺激ドメイン、およ
びＣＤ３ζ一次シグナル伝達ドメインを含む、あるいは
　（ｂ）配列番号２に記載のアミノ酸配列を含む、
サルベージＣＡＲ。
【請求項７】
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　二量体化可能なサルベージ受容体であって、
Ｉ）ａ）抗原結合ドメイン、および
　ｂ）多量体化ドメインを含む、
ＩＩ）ａ）抗原結合ドメイン、
　ｂ）多量体化ドメイン、および
　ｃ）アンカードメインを含む、
ＩＩＩ）ａ）抗原結合ドメイン、
　ｂ）リンカー、および
　ｃ）多量体化ドメインを含む、
ＩＶ）ａ）シグナルペプチド、
ｂ）抗原結合ドメイン、
ｃ）リンカー、および
ｄ）多量体化ドメインを含む、
Ｖ）ａ）抗原結合ドメイン、
　ｂ）リンカー、
　ｃ）多量体化ドメイン、
　ｄ）ヒンジドメイン、および
　ｅ）アンカードメインを含む、
ＶＩ）ａ）シグナルペプチド、あるいは
　ｂ）抗原結合ドメイン、
　ｃ）リンカー、
　ｄ）多量体化ドメイン、
　ｅ）ヒンジドメイン、および
　ｆ）アンカードメインを含む、
二量体化可能なサルベージ受容体。
【請求項８】
　（ａ）前記抗原結合ドメインが、抗体またはその抗原結合断片を含む、
　（ｂ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ラクダＩｇ、Ｉｇ　ＮＡＲ、Ｆａｂ断片、Ｆａ
ｂ’断片、Ｆ（ａｂ）’２断片、Ｆ（ａｂ）’３断片、Ｆｖ、一本鎖Ｆｖ抗体（「ｓｃＦ
ｖ」）、ビス－ｓｃＦｖ、（ｓｃＦｖ）２、ミニボディ、ダイアボディ、トリアボディ、
テトラボディ、ジスルフィド安定化Ｆｖタンパク質（「ｄｓＦｖ」）、および単一ドメイ
ン抗体（ｓｄＡｂ、ナノボディ）からなる群から選択される抗体またはその抗原結合断片
を含む、
　（ｃ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ｓｃＦｖである、
　（ｄ）前記細胞外抗原結合ドメインが、アルファ葉酸受容体、５Ｔ４、αｖβ６インテ
グリン、ＢＣＭＡ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７－Ｈ６、ＣＡＩＸ、ＣＤ１６、ＣＤ１９、ＣＤ２０
、ＣＤ２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４４、ＣＤ４４ｖ６、ＣＤ４４ｖ７／
８、ＣＤ７０、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、ＣＤ１２３、ＣＤ１３８、ＣＤ１７１、ＣＥＡ
、ＣＳＰＧ４、ＥＧＦＲ、ＥＧＦＲファミリー、例えば、ＥｒｂＢ２（ＨＥＲ２）、ＥＧ
ＦＲｖＩＩＩ、ＥＧＰ２、ＥＧＰ４０、ＥＰＣＡＭ、ＥｐｈＡ２、ＥｐＣＡＭ、ＦＡＰ、
胎児ＡｃｈＲ、ＦＲα、ＧＤ２、ＧＤ３、グリピカン－３（ＧＰＣ３）、ＨＬＡ－Ａ１＋
ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ１＋Ｎ
Ｙ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、
ＩＬ－１１Ｒα、ＩＬ－１３Ｒα２、ラムダ、Ｌｅｗｉｓ－Ｙ、カッパ、メソテリン、Ｍ
ｕｃ１、Ｍｕｃ１６、ＮＣＡＭ、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＰＲＡＭＥ、
ＰＳＣＡ、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＳＳＸ、サバイビン、ＴＡＧ７２、ＴＥＭ、ＶＥＧＦＲ
２、およびＷＴ－１からなる群から選択される抗原に結合する、
　（ｅ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＳＰＧ４、ＰＳＣＡ、
ＲＯＲ１、およびＴＡＧ７２からなる群から選択される抗原に結合する、
　（ｆ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、Ｃ
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Ｄ２３、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ５２、ＣＤ８０、およびＨＬＡ－ＤＲからなる群から
選択される抗原に結合する、
　（ｇ）前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡまたはＣＤ１９に結合する、
　（ｈ）前記細胞外抗原結合ドメインが、がん細胞上に発現する抗原に結合する、
　（ｉ）前記細胞外抗原結合ドメインが、固形がん細胞上に発現する抗原に結合する、
　（ｊ）前記細胞外抗原結合ドメインが、液性がん細胞上に発現する抗原に結合する、
　（ｋ）前記細胞外抗原結合ドメインが、悪性Ｂ細胞上に発現する抗原に結合する、ある
いは
　（ｌ）前記細胞外抗原結合ドメインが、悪性形質細胞上に発現する抗原に結合する、
請求項７に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
【請求項９】
　（ａ）前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、カルシ
ニューリンポリペプチド、サイクロフィリンポリペプチド、細菌ＤＨＦＲポリペプチド、
ＰＹＬ１ポリペプチド、ＡＢＩ１ポリペプチド、ＧＩＢ１ポリペプチド、ＧＡＩポリペプ
チド、およびそれらのバリアントからなる群から選択される、
　（ｂ）前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、および
そのバリアントからなる群から選択される、
　（ｃ）前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰ１２ポリペプチドおよびＦＲＢ　Ｔ２０９８
Ｌポリペプチドからなる群から選択される、
　（ｄ）前記ヒンジドメインが、ＣＤ４ヒンジ、ＣＤ８αヒンジ、ＰＤ－１ヒンジ、およ
びＣＤ１５２ヒンジから本質的になる群から選択される、
　（ｅ）前記アンカードメインが、ＧＰＩ分子および膜貫通ドメインからなる群から選択
される、あるいは
　（ｆ）前記アンカードメインが、前記Ｔ細胞受容体のアルファ鎖またはベータ鎖、ＣＤ
δ、ＣＤ３ε、ＣＤγ、ＣＤ３ζ、ＣＤ４、ＣＤ５、ＣＤ８α、ＣＤ９、ＣＤ１６、ＣＤ
２２、ＣＤ２７、ＣＤ２８、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４５、ＣＤ６４、ＣＤ７１、ＣＤ
８０、ＣＤ８６、ＣＤ１３４、ＣＤ１３７、ＣＤ１５２、ＣＤ１５４、ＡＭＮ、およびＰ
Ｄ１からなる群から選択されるポリペプチドの膜貫通領域であるを含む、
請求項７または８に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
【請求項１０】
　（ａ）シグナルペプチド、抗ＣＤ１９　ｓｃＦｖ、リンカー、およびＦＫＢＰ１２多量
体化ドメインを含む、
　（ｂ）シグナルペプチド、抗ＣＤ１９　ｓｃＦｖ、リンカー、および架橋因子に結合し
たＦＫＢＰ１２多量体化ドメインを含む、
　（ｃ）配列番号３～５のうちのいずれか１つに記載のポリペプチド配列を含む、あるい
は
　（ｄ）架橋因子に結合した、配列番号３～５のうちのいずれか１つに記載のポリペプチ
ド配列を含む、
二量体化可能なサルベージ受容体。
【請求項１１】
　（ａ）請求項１～６のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ、および／または
　（ｂ）請求項７～１０のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体
をコードする、ポリヌクレオチド。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のポリヌクレオチドをコードする、ベクター。
【請求項１３】
　（ａ）前記ベクターが、発現ベクターである、
　（ｂ）前記ベクターが、エピソームベクターである、
　（ｃ）前記ベクターが、ウイルスベクターである、
　（ｄ）前記ベクターが、レトロウイルスベクターである、あるいは
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　（ｅ）前記ベクターが、レンチウイルスベクターである、
請求項１２に記載のベクター。
【請求項１４】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ、請求項７～１０のいずれか１
項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体、請求項１１に記載のポリヌクレオチド、ま
たは請求項１２もしくは１３に記載のベクターを含む、細胞。
【請求項１５】
　前記細胞が、
　（ａ）造血細胞である、
　（ｂ）免疫エフェクター細胞である、
　（ｃ）ＣＤ３＋、ＣＤ４＋、ＣＤ８＋、またはこれらの組み合わせである、
　（ｄ）Ｔ細胞である、あるいは
　（ｅ）細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）、腫瘍浸潤リンパ球（ＴＩＬ）、またはヘルパ
ーＴ細胞である、
請求項１４に記載の細胞。
【請求項１６】
　（ａ）請求項１～６のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ、請求項７～１０のいず
れか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体、請求項１１に記載のポリヌクレオチ
ド、請求項１２もしくは１３に記載のベクター、または請求項１４もしくは１５に記載の
細胞を含む、あるいは
　（ｂ）生理学的に許容される担体、および請求項１～６のいずれか１項に記載のサルベ
ージＣＡＲ、請求項７～１０のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体、
請求項１１に記載のポリヌクレオチド、請求項１２もしくは１３に記載のベクター、また
は請求項１４もしくは１５に記載の細胞を含む、
組成物。
【請求項１７】
　サルベージＣＡＲシステムであって、
Ｉ）ａ）第１の抗原に結合する請求項１～６のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲを
含むＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）第２の抗原に結合する請求項７～１０のいずれか１項に記載の二量体化可能なサル
ベージ受容体と、
　ｃ）架橋因子と、を含む、
ＩＩ）ａ）第１の抗原に結合する請求項１～６のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ
を含むＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）第２の抗原に結合する請求項７～１０のいずれか１項に記載の二量体化可能なサル
ベージ受容体と、を含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、架橋因子に結合して
いる、あるいは
ＩＩＩ）ａ）第１の抗原に結合する請求項１～６のいずれか１項に記載のサルベージＣＡ
Ｒおよび第２の抗原に結合する請求項７～１０のいずれか１項に記載の二量体化可能なサ
ルベージ受容体を含む、ＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）架橋因子と、を含む、
サルベージＣＡＲシステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　特定の実施形態において、寛解される１つ以上の症状は、脱力感、疲労、息切れ、易挫
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傷性および易出血性、頻繁な感染症、リンパ節腫大、腹部の膨張または痛み、骨痛または
関節痛、骨折、計画外の体重減少、食欲不振、寝汗、持続的微熱、ならびに排尿減少から
なる群から選択される。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　サルベージキメラ抗原受容体（ＣＡＲ）であって、
　ａ）細胞外抗原結合ドメイン、
　ｂ）多量体化ドメイン、
　ｂ）膜貫通ドメイン、
　ｃ）１つ以上の細胞内共刺激シグナル伝達ドメイン、および／または
　ｄ）一次シグナル伝達ドメインを含む、サルベージキメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
（項目２）
　サルベージキメラ抗原受容体（ＣＡＲ）であって、
　ａ）細胞外抗原結合ドメイン、
　ｂ）膜貫通ドメイン、
　ｂ）多量体化ドメイン、
　ｃ）１つ以上の細胞内共刺激シグナル伝達ドメイン、および／または
　ｄ）一次シグナル伝達ドメインを含む、サルベージ抗原受容体（ＣＡＲ）。
（項目３）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、抗体またはその抗原結合断片を含む、項目１または項
目２に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目４）
　前記抗体または抗原結合断片が、ラクダＩｇ、Ｉｇ　ＮＡＲ、Ｆａｂ断片、Ｆａｂ’断
片、Ｆ（ａｂ）’２断片、Ｆ（ａｂ）’３断片、Ｆｖ、一本鎖Ｆｖ抗体（「ｓｃＦｖ」）
、ビス－ｓｃＦｖ、（ｓｃＦｖ）２、ミニボディ、ダイアボディ、トリアボディ、テトラ
ボディ、ジスルフィド安定化Ｆｖタンパク質（「ｄｓＦｖ」）、および単一ドメイン抗体
（ｓｄＡｂ、ナノボディ）からなる群から選択される、項目３に記載のサルベージＣＡＲ
。
（項目５）
　前記抗体または抗原結合断片が、ｓｃＦｖである、項目３または項目４に記載のサルベ
ージＣＡＲ。
（項目６）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、アルファ葉酸受容体、５Ｔ４、αｖβ６インテグリン
、ＢＣＭＡ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７－Ｈ６、ＣＡＩＸ、ＣＤ１６、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ
２２、ＣＤ３０、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４４、ＣＤ４４ｖ６、ＣＤ４４ｖ７／８、Ｃ
Ｄ７０、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、ＣＤ１２３、ＣＤ１３８、ＣＤ１７１、ＣＥＡ、ＣＳ
ＰＧ４、ＥＧＦＲ、ＥＧＦＲファミリー、例えば、ＥｒｂＢ２（ＨＥＲ２）、ＥＧＦＲｖ
ＩＩＩ、ＥＧＰ２、ＥＧＰ４０、ＥＰＣＡＭ、ＥｐｈＡ２、ＥｐＣＡＭ、ＦＡＰ、胎児Ａ
ｃｈＲ、ＦＲα、ＧＤ２、ＧＤ３、グリピカン－３（ＧＰＣ３）、ＨＬＡ－Ａ１＋ＭＡＧ
Ｅ１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ１＋ＮＹ－Ｅ
ＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＩＬ－
１１Ｒα、ＩＬ－１３Ｒα２、ラムダ、Ｌｅｗｉｓ－Ｙ、カッパ、メソテリン、Ｍｕｃ１
、Ｍｕｃ１６、ＮＣＡＭ、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＰＲＡＭＥ、ＰＳＣ
Ａ、ＰＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＳＳＸ、サバイビン、ＴＡＧ７２、ＴＥＭ、ＶＥＧＦＲ２、お
よびＷＴ－１からなる群から選択される抗原に結合する、項目１～５のいずれか１項に記
載のサルベージＣＡＲ。
（項目７）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＳＰＧ４、ＰＳＣＡ、ＲＯＲ
１、およびＴＡＧ７２からなる群から選択される抗原に結合する、項目１～６のいずれか
１項に記載のサルベージＣＡＲ。
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（項目８）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ２３
、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ５２、ＣＤ８０、およびＨＬＡ－ＤＲからなる群から選択さ
れる抗原に結合する、項目１～６のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目９）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡまたはＣＤ１９に結合する、項目１～７のい
ずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目１０）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、がん細胞上に発現する抗原に結合する、項目１～５の
いずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目１１）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、固形がん細胞上に発現する抗原に結合する、項目１～
５のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目１２）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、液性がん細胞上に発現する抗原に結合する、項目１～
５のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目１３）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、悪性Ｂ細胞上に発現する抗原に結合する、項目１～５
のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目１４）
　前記細胞外抗原結合ドメインが、悪性形質細胞上に発現する抗原に結合する、項目１～
５のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目１５）
　前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、カルシニュー
リンポリペプチド、サイクロフィリンポリペプチド、細菌ＤＨＦＲポリペプチド、ＰＹＬ
１ポリペプチド、ＡＢＩ１ポリペプチド、ＧＩＢ１ポリペプチド、ＧＡＩポリペプチド、
およびそれらのバリアントからなる群から選択される、項目１～１４のいずれか１項に記
載のサルベージＣＡＲ。
（項目１６）
　前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、およびそのバ
リアントからなる群から選択される、項目１～１５のいずれか１項に記載のサルベージＣ
ＡＲ。
（項目１７）
　前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰ１２ポリペプチドおよびＦＲＢ　Ｔ２０９８Ｌポリ
ペプチドからなる群から選択される、項目１～１６のいずれか１項に記載のサルベージＣ
ＡＲ。
（項目１８）
　前記膜貫通ドメインが、Ｔ細胞受容体のアルファ鎖またはベータ鎖、ＣＤδ、ＣＤ３ε
、ＣＤγ、ＣＤ３ζ、ＣＤ４、ＣＤ５、ＣＤ８α、ＣＤ９、ＣＤ１６、ＣＤ２２、ＣＤ２
７、ＣＤ２８、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４５、ＣＤ６４、ＣＤ７１、ＣＤ８０、ＣＤ８
６、ＣＤ１３４、ＣＤ１３７、ＣＤ１５２、ＣＤ１５４、ＡＭＮ、およびＰＤ１からなる
群から選択されるポリペプチドから単離される、項目１～１７のいずれか１項に記載のサ
ルベージＣＡＲ。
（項目１９）
　前記膜貫通ドメインが、ＣＤ８α、ＣＤ４、ＣＤ４５、ＰＤ１、およびＣＤ１５２から
なる群から選択されるポリペプチドから単離される、項目１～１８のいずれか１項に記載
のサルベージＣＡＲ。
（項目２０）
　前記膜貫通ドメインが、ＣＤ８αから単離される、項目１～１９のいずれか１項に記載
のサルベージＣＡＲ。
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（項目２１）
　前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインおよび／または一次シグナル伝達ドメイン
が、免疫受容体チロシン活性化モチーフ（ＩＴＡＭ）を含む、項目１～２０のいずれか１
項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目２２）
　前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインが、ＴＬＲ１、ＴＬＲ２、ＴＬＲ３、ＴＬ
Ｒ４、ＴＬＲ５、ＴＬＲ６、ＴＬＲ７、ＴＬＲ８、ＴＬＲ９、ＴＬＲ１０、ＣＡＲＤ１１
、ＣＤ２、ＣＤ７、ＣＤ２７、ＣＤ２８、ＣＤ３０、ＣＤ４０、ＣＤ５４（ＩＣＡＭ）、
ＣＤ８３、ＣＤ１３４（ＯＸ４０）、ＣＤ１３７（４－１ＢＢ）、ＣＤ２７８（ＩＣＯＳ
）、ＤＡＰ１０、ＬＡＴ、ＮＫＤ２Ｃ、ＳＬＰ７６、ＴＲＩＭ、およびＺＡＰ７０からな
る群から選択される共刺激分子から単離される、項目１～２１のいずれか１項に記載のサ
ルベージＣＡＲ。
（項目２３）
　前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインが、ＣＤ２８、ＣＤ１３４、ＣＤ１３７、
およびＣＤ２７８からなる群から選択される共刺激分子から単離される、項目１～２２の
いずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目２４）
　前記１つ以上の共刺激シグナル伝達ドメインが、ＣＤ１３７から単離される、項目１～
２３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目２５）
　前記一次シグナル伝達ドメインが、ＦｃＲγ、ＦｃＲβ、ＣＤ３γ、ＣＤ３δ、ＣＤ３
ε、ＣＤ３ζ、ＣＤ２２、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、およびＣＤ６６ｄからなる群から選
択されるポリペプチドから単離される、項目１～２４のいずれか１項に記載のサルベージ
ＣＡＲ。
（項目２６）
　前記一次シグナル伝達ドメインが、ＣＤ３ζから単離される、項目１～２５のいずれか
１項に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目２７）
　ヒンジ領域ポリペプチドをさらに含む、項目１～２６のいずれか１項に記載のサルベー
ジＣＡＲ。
（項目２８）
　前記ヒンジ領域ポリペプチドが、ＣＤ８αのヒンジ領域を含む、項目２７に記載のサル
ベージＣＡＲ。
（項目２９）
　スペーサー領域をさらに含む、項目１～２８のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ
。
（項目３０）
　シグナルペプチドをさらに含む、項目１～２９のいずれか１項に記載のサルベージＣＡ
Ｒ。
（項目３１）
　前記シグナルペプチドが、ＩｇＧ１重鎖シグナルポリペプチド、ＣＤ８αシグナルポリ
ペプチド、またはヒトＧＭ－ＣＳＦ受容体アルファシグナルポリペプチドを含む、項目３
０に記載のサルベージＣＡＲ。
（項目３２）
　シグナルペプチド、抗ＢＣＭＡ　ｓｃＦｖ、リンカー、ＦＲＢ（Ｔ８２Ｌ）多量体化ド
メイン、ＣＤ８αヒンジおよび膜貫通ドメイン、４－１ＢＢ共刺激ドメイン、およびＣＤ
３ζ一次シグナル伝達ドメインを含む、サルベージＣＡＲ。
（項目３３）
　配列番号２に記載のアミノ酸配列を含む、サルベージＣＡＲ。
（項目３４）
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　二量体化可能なサルベージ受容体であって、
　ａ）抗原結合ドメイン、および
　ｂ）多量体化ドメインを含む、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目３５）
　二量体化可能なサルベージ受容体であって、
　ａ）抗原結合ドメイン、
　ｂ）多量体化ドメイン、および
　ｃ）アンカードメインを含む、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目３６）
　二量体化可能なサルベージ受容体であって、
　ａ）抗原結合ドメイン、
　ｂ）リンカー、および
　ｃ）多量体化ドメインから本質的になる、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目３７）
　二量体化可能なサルベージ受容体であって、
ａ）シグナルペプチド、
ｂ）抗原結合ドメイン、
ｃ）リンカー、および
ｄ）多量体化ドメインから本質的になる、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目３８）
　二量体化可能なサルベージ受容体であって、
　ａ）抗原結合ドメイン、
　ｂ）リンカー、
　ｃ）多量体化ドメイン、
　ｄ）ヒンジドメイン、および
　ｅ）アンカードメインから本質的になる、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目３９）
　二量体化可能なサルベージ受容体であって、
　ａ）シグナルペプチド、
　ｂ）抗原結合ドメイン、
　ｃ）リンカー、
　ｄ）多量体化ドメイン、
　ｅ）ヒンジドメイン、および
　ｆ）アンカードメインから本質的になる、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４０）
　前記抗原結合ドメインが、抗体またはその抗原結合断片を含む、項目３４～３９のいず
れか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４１）
　前記抗体または抗原結合断片が、ラクダＩｇ、Ｉｇ　ＮＡＲ、Ｆａｂ断片、Ｆａｂ’断
片、Ｆ（ａｂ）’２断片、Ｆ（ａｂ）’３断片、Ｆｖ、一本鎖Ｆｖ抗体（「ｓｃＦｖ」）
、ビス－ｓｃＦｖ、（ｓｃＦｖ）２、ミニボディ、ダイアボディ、トリアボディ、テトラ
ボディ、ジスルフィド安定化Ｆｖタンパク質（「ｄｓＦｖ」）、および単一ドメイン抗体
（ｓｄＡｂ、ナノボディ）からなる群から選択される、項目４０に記載の二量体化可能な
サルベージ受容体。
（項目４２）
　前記抗体または抗原結合断片が、ｓｃＦｖである、項目４０または項目４１に記載の二
量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４３）
　前記抗原結合ドメインが、アルファ葉酸受容体、５Ｔ４、αｖβ６インテグリン、ＢＣ
ＭＡ、Ｂ７－Ｈ３、Ｂ７－Ｈ６、ＣＡＩＸ、ＣＤ１６、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、
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ＣＤ３０、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４４、ＣＤ４４ｖ６、ＣＤ４４ｖ７／８、ＣＤ７０
、ＣＤ７９ａ、ＣＤ７９ｂ、ＣＤ１２３、ＣＤ１３８、ＣＤ１７１、ＣＥＡ、ＣＳＰＧ４
、ＥＧＦＲ、ＥＧＦＲファミリー、例えば、ＥｒｂＢ２（ＨＥＲ２）、ＥＧＦＲｖＩＩＩ
、ＥＧＰ２、ＥＧＰ４０、ＥＰＣＡＭ、ＥｐｈＡ２、ＥｐＣＡＭ、ＦＡＰ、胎児ＡｃｈＲ
、ＦＲα、ＧＤ２、ＧＤ３、グリピカン－３（ＧＰＣ３）、ＨＬＡ－Ａ１＋ＭＡＧＥ１、
ＨＬＡ－Ａ２＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＭＡＧＥ１、ＨＬＡ－Ａ１＋ＮＹ－ＥＳＯ－
１、ＨＬＡ－Ａ２＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＨＬＡ－Ａ３＋ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＩＬ－１１Ｒ
α、ＩＬ－１３Ｒα２、ラムダ、Ｌｅｗｉｓ－Ｙ、カッパ、メソテリン、Ｍｕｃ１、Ｍｕ
ｃ１６、ＮＣＡＭ、ＮＫＧ２Ｄリガンド、ＮＹ－ＥＳＯ－１、ＰＲＡＭＥ、ＰＳＣＡ、Ｐ
ＳＭＡ、ＲＯＲ１、ＳＳＸ、サバイビン、ＴＡＧ７２、ＴＥＭ、ＶＥＧＦＲ２、およびＷ
Ｔ－１からなる群から選択される抗原に結合する、項目３４～４２のいずれか１項に記載
の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４４）
　前記抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＳＰＧ４、ＰＳＣＡ、ＲＯＲ１、お
よびＴＡＧ７２からなる群から選択される抗原に結合する、項目３４～４３のいずれか１
項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４５）
　前記抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ２３、ＣＤ
３３、ＣＤ３７、ＣＤ５２、ＣＤ８０、およびＨＬＡ－ＤＲからなる群から選択される抗
原に結合する、項目３４～４４のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体
。
（項目４６）
　前記抗原結合ドメインが、ＢＣＭＡまたはＣＤ１９に結合する、項目３４～４５のいず
れか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４７）
　前記抗原結合ドメインが、がん細胞上に発現する抗原に結合する、項目３４～４６のい
ずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４８）
　前記抗原結合ドメインが、固形がん細胞上に発現する抗原に結合する、項目３４～４７
のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目４９）
　前記抗原結合ドメインが、液性がん細胞上に発現する抗原に結合する、項目３４～４８
のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５０）
　前記抗原結合ドメインが、悪性Ｂ細胞上に発現する抗原に結合する、項目３４～４９の
いずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５１）
　前記抗原結合ドメインが、悪性形質細胞上に発現する抗原に結合する、項目３４～４７
のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５２）
　前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、カルシニュー
リンポリペプチド、サイクロフィリンポリペプチド、細菌ＤＨＦＲポリペプチド、ＰＹＬ
１ポリペプチド、ＡＢＩ１ポリペプチド、ＧＩＢ１ポリペプチド、ＧＡＩポリペプチド、
およびそれらのバリアントからなる群から選択される、項目３４～５１のいずれか１項に
記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５３）
　前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチド、ＦＲＢポリペプチド、およびそのバ
リアントからなる群から選択される、項目３４～５２のいずれか１項に記載の二量体化可
能なサルベージ受容体。
（項目５４）
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　前記多量体化ドメインが、ＦＫＢＰ１２ポリペプチドおよびＦＲＢ　Ｔ２０９８Ｌポリ
ペプチドからなる群から選択される、項目３４～５３のいずれか１項に記載の二量体化可
能なサルベージ受容体。
（項目５５）
　前記ヒンジドメインが、ＣＤ４ヒンジ、ＣＤ８αヒンジ、ＰＤ－１ヒンジ、およびＣＤ
１５２ヒンジから本質的になる群から選択される、項目３６～５４のいずれか１項に記載
の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５６）
　前記アンカードメインが、ＧＰＩ分子および膜貫通ドメインからなる群から選択される
、項目３６～５５のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５７）
　前記アンカードメインが、前記Ｔ細胞受容体のアルファ鎖またはベータ鎖、ＣＤδ、Ｃ
Ｄ３ε、ＣＤγ、ＣＤ３ζ、ＣＤ４、ＣＤ５、ＣＤ８α、ＣＤ９、ＣＤ１６、ＣＤ２２、
ＣＤ２７、ＣＤ２８、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ４５、ＣＤ６４、ＣＤ７１、ＣＤ８０、
ＣＤ８６、ＣＤ１３４、ＣＤ１３７、ＣＤ１５２、ＣＤ１５４、ＡＭＮ、およびＰＤ１か
らなる群から選択されるポリペプチドの膜貫通領域であるを含む、項目３６～５６のいず
れか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５８）
　シグナルペプチド、抗ＣＤ１９　ｓｃＦｖ、リンカー、およびＦＫＢＰ１２多量体化ド
メインを含む、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目５９）
　シグナルペプチド、抗ＣＤ１９　ｓｃＦｖ、リンカー、および架橋因子に結合したＦＫ
ＢＰ１２多量体化ドメインを含む、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目６０）
　配列番号３～５のうちのいずれか１つに記載のポリペプチド配列を含む、二量体化可能
なサルベージ受容体。
（項目６１）
　架橋因子に結合した、配列番号３～５のうちのいずれか１つに記載のポリペプチド配列
を含む、二量体化可能なサルベージ受容体。
（項目６２）
　項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲをコードする、ポリヌクレオチ
ド。
（項目６３）
　項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体をコードする
、ポリヌクレオチド。
（項目６４）
　項目６２または項目６３に記載のポリヌクレオチドをコードする、ベクター。
（項目６５）
　前記ベクターが、発現ベクターである、項目６４に記載のベクター。
（項目６６）
　前記ベクターが、エピソームベクターである、項目６４または項目６５に記載のベクタ
ー。
（項目６７）
　前記ベクターが、ウイルスベクターである、項目６４～６６のいずれか１項に記載のベ
クター。
（項目６８）
　前記ベクターが、レトロウイルスベクターである、項目６４～６７のいずれか１項に記
載のベクター。
（項目６９）
　前記ベクターが、レンチウイルスベクターである、項目６４～６８のいずれか１項に記
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載のベクター。
（項目７０）
　前記レンチウイルスベクターが、ヒト免疫不全ウイルス１（ＨＩＶ－１）、ヒト免疫不
全ウイルス２（ＨＩＶ－２）、ビスナ－マエディウイルス（ＶＭＶ）ウイルス、ヤギ関節
炎脳炎ウイルス（ＣＡＥＶ）、ウマ伝染性貧血ウイルス（ＥＩＡＶ）、ネコ免疫不全ウイ
ルス（ＦＩＶ）、ウシ免疫不全ウイルス（ＢＩＶ）、およびサル免疫不全ウイルス（ＳＩ
Ｖ）から本質的になる群から選択される、項目６９に記載のベクター。
（項目７１）
　左（５’）レトロウイルスＬＴＲ、プサイ（Ψ）パッケージングシグナル、セントラル
ポリプリントラクト／ＤＮＡフラップ（ｃＰＰＴ／ＦＬＡＰ）、レトロウイルス排出エレ
メント、項目６２または項目６３に記載のポリヌクレオチドに作動可能に連結されたプロ
モーター、および右（３’）レトロウイルスＬＴＲを含む、項目６４～７０のいずれか１
項に記載のベクター。
（項目７２）
　前記５’ＬＴＲのプロモーターが、異種プロモーターに置き換えられている、項目７１
に記載のベクター。
（項目７３）
　前記異種プロモーターが、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）プロモーター、ラウス肉腫
ウイルス（ＲＳＶ）プロモーター、またはサルウイルス４０（ＳＶ４０）プロモーターで
ある、項目７２に記載のベクター。
（項目７４）
　前記３’ＬＴＲが、自己不活性化型（ＳＩＮ）ＬＴＲである、項目７１に記載のベクタ
ー。
（項目７５）
　項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ、項目３４～６１のいずれか１
項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体、項目６２もしくは項目６３に記載のポリヌ
クレオチド、および／または項目６４～７４のいずれか１項に記載のベクターを含む、細
胞。
（項目７６）
　項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ、および項目３４～６１のいず
れか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体を含む、細胞。
（項目７７）
　項目６２または項目６３に記載の１つ以上のポリヌクレオチドを含む、細胞。
（項目７８）
　項目６４～７４のいずれか１項に記載の１つ以上のベクターを含む、細胞。
（項目７９）
　前記細胞が、造血細胞である、項目７５～７８のいずれか１項に記載の細胞。
（項目８０）
　前記細胞が、免疫エフェクター細胞である、項目７５～７９のいずれか１項に記載の細
胞。
（項目８１）
　前記細胞が、ＣＤ３＋、ＣＤ４＋、ＣＤ８＋、またはこれらの組み合わせである、項目
７５～８０のいずれか１項に記載の細胞。
（項目８２）
　前記細胞が、Ｔ細胞である、項目７５～８１のいずれか１項に記載の細胞。
（項目８３）
　前記細胞が、細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）、腫瘍浸潤リンパ球（ＴＩＬ）、または
ヘルパーＴ細胞である、項目７５～８２のいずれか１項に記載の細胞。
（項目８４）
　前記細胞源が、末梢血単核細胞、骨髄、リンパ節組織、臍帯血、胸腺問題、感染部位か
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らの組織、腹水、胸水、脾臓組織、または腫瘍である、項目７５～８３のいずれか１項に
記載の細胞。
（項目８５）
　項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ、項目３４～６１のいずれか１
項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体、項目６２もしくは６３に記載のポリヌクレ
オチド、項目６４～７４のいずれか１項に記載のベクター、および／または項目７５～７
８のいずれか１項に記載の細胞を含む、組成物。
（項目８６）
　生理学的に許容される担体、および項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣ
ＡＲ、項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体、項目６
２もしくは６３に記載のポリヌクレオチド、項目６４～７４のいずれか１項に記載のベク
ター、および／または項目７５～７８のいずれか１項に記載の細胞を含む、組成物。
（項目８７）
　サルベージＣＡＲシステムであって、
　ａ）第１の抗原に結合する項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲを含
むＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）第２の抗原に結合する項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサル
ベージ受容体と、
　ｃ）架橋因子と、を含む、サルベージＣＡＲシステム。
（項目８８）
　サルベージＣＡＲシステムであって、
　ａ）第１の抗原に結合する項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲを含
むＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）第２の抗原に結合する項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサル
ベージ受容体と、を含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、架橋因子に結合して
いる、サルベージＣＡＲシステム。
（項目８９）
　サルベージＣＡＲシステムであって、
　ａ）第１の抗原に結合する項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲおよ
び第２の抗原に結合する項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベー
ジ受容体を含む、ＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｃ）架橋因子と、を含む、サルベージＣＡＲシステム。
（項目９０）
　前記二量体化可能なサルベージ受容体が、誘導性プロモーターに作動可能に連結された
ポリヌクレオチドによってコードされる、項目８９に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目９１）
　前記第１の抗原が、前記第２の抗原と異なる、項目８７～９０のいずれか１項に記載の
サルベージＣＡＲシステム。
（項目９２）
　前記第１の抗原および第２の抗原が、ＢＣＭＡ、ＣＤ１９、ＣＤ２０、ＣＤ２２、ＣＤ
２３、ＣＤ３３、ＣＤ３７、ＣＤ５２、ＣＤ８０、およびＨＬＡ－ＤＲからなる群から選
択される、項目８７～９１のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目９３）
　前記第１の抗原および第２の抗原が、ＢＣＭＡまたはＣＤ１９からなる群から選択され
る、項目８７～９２のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目９４）
　前記第１の抗原がＢＣＭＡであり、第２の抗原がＣＤ１９である、項目８７～９３のい
ずれか１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目９５）
　前記第１の抗原がＣＤ１９であり、第２の抗原がＢＣＭＡである、項目８７～９４のい
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ずれか１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目９６）
　前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメインおよび二量体化可能なサルベージ受容体の多
量体化ドメインが、ＦＫＢＰおよびＦＲＢ、ＦＫＢＰおよびカルシニューリン、ＦＫＢＰ
およびサイクロフィリン、ＦＫＢＰおよび細菌ＤＨＦＲ、カルシニューリンおよびサイク
ロフィリン、ＰＹＬ１およびＡＢＩ１、またはＧＩＢ１およびＧＡＩ、またはそのバリア
ントから選択される対である、項目８７～９５のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲ
システム。
（項目９７）
　前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペプチドまたはそのバリア
ントを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体の多量体化ドメインが、ＦＲＢポリペ
プチドまたはそのバリアントを含む、項目８７～９６のいずれか１項に記載のサルベージ
ＣＡＲシステム。
（項目９８）
　前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメインが、ＦＲＢポリペプチドまたはそのバリアン
トを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体の多量体化ドメインが、ＦＫＢＰポリペ
プチドまたはそのバリアントを含む、項目８７～９６のいずれか１項に記載のサルベージ
ＣＡＲシステム。
（項目９９）
　前記架橋因子が、ＡＰ２１９６７、シロリムス、エベロリムス、ノボリムス、ピメクロ
リムス、リダフォロリムス、タクロリムス、テムシロリムス、ウミロリムス、またはゾタ
ロリムスである、項目８７～９８のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目１００）
　前記サルベージＣＡＲが、ＢＣＭＡに特異的なｓｃＦｖ、ＦＲＢ　Ｔ２０９８Ｌ多量体
化ドメイン、膜貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグ
ナル伝達ドメインを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＣＤ１９に特異的な
ｓｃＦｖ、ＦＫＢＰ１２多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前
記架橋因子が、ＡＰ２１９６７である、項目８７～９８のいずれか１項に記載のサルベー
ジＣＡＲシステム。
（項目１０１）
　前記サルベージＣＡＲが、ＢＣＭＡに特異的なｓｃＦｖ、ＦＫＢＰ１２多量体化ドメイ
ン、膜貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグナル伝達
ドメインを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＣＤ１９に特異的なｓｃＦｖ
、ＦＲＢ　Ｔ２０９８Ｌ多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前
記架橋因子が、ＡＰ２１９６７である、項目８７～９８のいずれか１項に記載のサルベー
ジＣＡＲシステム。
（項目１０２）
　前記サルベージＣＡＲが、ＣＤ１９に特異的なｓｃＦｖ、ＦＲＢ　Ｔ２０９８Ｌ多量体
化ドメイン、膜貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグ
ナル伝達ドメインを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＢＣＭＡに特異的な
ｓｃＦｖ、ＦＫＢＰ１２多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前
記架橋因子が、ＡＰ２１９６７である、項目８７～９８のいずれか１項に記載のサルベー
ジＣＡＲシステム。
（項目１０３）
　前記サルベージＣＡＲが、ＣＤ１９に特異的なｓｃＦｖ、ＦＫＢＰ１２多量体化ドメイ
ン、膜貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグナル伝達
ドメインを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＢＣＭＡに特異的なｓｃＦｖ
、ＦＲＢ　Ｔ２０９８Ｌ多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前
記架橋因子が、ＡＰ２１９６７である、項目８７～９８のいずれか１項に記載のサルベー
ジＣＡＲシステム。
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（項目１０４）
　前記サルベージＣＡＲが、ＢＣＭＡに特異的なｓｃＦｖ、ＦＲＢ多量体化ドメイン、膜
貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグナル伝達ドメイ
ンを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＣＤ１９に特異的なｓｃＦｖ、ＦＫ
ＢＰ１２多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前記架橋因子が、
ラパマイシン、テムシロリムス、またはエベロリムスである、項目８７～９８のいずれか
１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目１０５）
　前記サルベージＣＡＲが、ＢＣＭＡに特異的なｓｃＦｖ、ＦＫＢＰ１２多量体化ドメイ
ン、膜貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグナル伝達
ドメインを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＣＤ１９に特異的なｓｃＦｖ
、ＦＲＢ多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前記架橋因子が、
ラパマイシン、テムシロリムス、またはエベロリムスである、項目８７～９８のいずれか
１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目１０６）
　前記サルベージＣＡＲが、ＣＤ１９に特異的なｓｃＦｖ、ＦＲＢ多量体化ドメイン、膜
貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグナル伝達ドメイ
ンを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＢＣＭＡに特異的なｓｃＦｖおよび
ＦＫＢＰ１２多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前記架橋因子
が、ラパマイシン、テムシロリムス、またはエベロリムスである、項目８７～９８のいず
れか１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目１０７）
　前記サルベージＣＡＲが、ＣＤ１９に特異的なｓｃＦｖ、ＦＫＢＰ１２多量体化ドメイ
ン、膜貫通ドメイン、４－１ＢＢの共刺激ドメイン、およびＣＤ３ζの一次シグナル伝達
ドメインを含み、前記二量体化可能なサルベージ受容体が、ＢＣＭＡに特異的なｓｃＦｖ
およびＦＲＢ多量体化ドメイン、および任意に、アンカードメインを含み、前記架橋因子
が、ラパマイシン、テムシロリムス、またはエベロリムスである、項目８７～９８のいず
れか１項に記載のサルベージＣＡＲシステム。
（項目１０８）
　対象における再発性／難治性がん細胞の数を減少させるための方法であって、前記対象
に、
　ａ）項目３４～６１のいずれか１項に記載の有効量の二量体化可能なサルベージ受容体
であって、前記対象が、項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲを含む免
疫エフェクター細胞をこれまでに投与されたことがある、二量体化可能なサルベージ受容
体と、
　ｂ）前記二量体化可能なサルベージ受容体および前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメ
インに結合する有効量の架橋因子と、を投与することを含む、方法。
（項目１０９）
　対象における再発性／難治性がん細胞の数を減少させるための方法であって、前記対象
に、
　ａ）架橋因子に結合した項目３４～６１のいずれか１項に記載の有効量の二量体化可能
なサルベージ受容体であって、前記対象が、項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベ
ージＣＡＲを含む免疫エフェクター細胞をこれまでに投与されたことがある、二量体化可
能なサルベージ受容体を投与することを含む、方法。
（項目１１０）
　対象における再発性／難治性がん細胞の数を減少させるための方法であって、前記対象
に、
　ａ）項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体を含む有
効量のサルベージＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）前記二量体化可能なサルベージ受容体の発現を誘発させるための誘導物質剤と、
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　ｃ）前記二量体化可能なサルベージ受容体および前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメ
インに結合する有効量の架橋因子と、を投与することを含む、方法。
（項目１１１）
　がんの治療を必要とする対象におけるがんを治療する方法であって、前記対象に、
　ａ）項目３４～６１のいずれか１項に記載の有効量の二量体化可能なサルベージ受容体
であって、前記対象が、項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲを含む免
疫エフェクター細胞をこれまでに投与されたことがある、二量体化可能なサルベージ受容
体と、
　ｂ）前記二量体化可能なサルベージ受容体および前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメ
インに結合する有効量の架橋因子と、を投与することを含む、方法。
（項目１１２）
　がんの治療を必要とする対象におけるがんを治療する方法であって、前記対象に、
　ａ）架橋因子に結合した項目３４～６１のいずれか１項に記載の有効量の二量体化可能
なサルベージ受容体であって、前記対象が、項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベ
ージＣＡＲを含む免疫エフェクター細胞をこれまでに投与されたことがある、二量体化可
能なサルベージ受容体を投与することを含む、方法。
（項目１１３）
　がんの治療を必要とする対象におけるがんを治療する方法であって、前記対象に、
　ａ）項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体を含む有
効量のサルベージＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）前記二量体化可能なサルベージ受容体の発現を誘発させるための誘導物質剤と、
　ｃ）前記二量体化可能なサルベージ受容体および前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメ
インに結合する有効量の架橋因子と、を投与することを含む、方法。
（項目１１４）
　前記がんが、固形がんである、項目１０８～１１３のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１５）
　前記がんが、副腎癌、副腎皮質癌、肛門癌、虫垂癌、星状細胞腫、非定型奇形腫／ラブ
ドイド腫瘍、基底細胞癌、胆管癌、膀胱癌、骨癌、脳／ＣＮＳ癌、乳癌、気管支腫瘍、心
臓腫瘍、子宮頸癌、胆管細胞癌、軟骨肉腫、脊索腫、結腸癌、結腸直腸癌、頭蓋咽頭腫、
乳管内上皮内癌（ＤＣＩＳ）子宮内膜癌、上衣腫、食道癌、感覚神経芽腫、ユーイング肉
腫、頭蓋外胚細胞腫瘍、性腺外胚細胞腫瘍、眼癌、卵管癌、線維組織腫（ｆｉｂｒｏｕｓ
　ｈｉｓｔｉｏｓａｒｃｏｍａ）、線維肉腫、胆嚢癌、胃癌、消化管カルチノイド腫瘍、
消化管間質腫瘍（ＧＩＳＴ）、胚細胞腫瘍、神経膠腫、神経膠芽腫、頭頸部癌、血管芽腫
、肝細胞癌、下咽頭癌、眼球内黒色腫、カポジ肉腫、腎癌、喉頭癌、平滑筋肉腫、口唇癌
、脂肪肉腫、肝臓癌、肺癌、非小細胞肺癌、肺カルチノイド腫瘍、悪性中皮腫、髄様癌、
髄芽腫、髄膜腫（ｍｅｎａｎｇｉｏｍａ）、黒色腫、メルケル細胞癌、正中管癌（ｍｉｄ
ｌｉｎｅ　ｔｒａｃｔ　ｃａｒｃｉｎｏｍａ）、口癌、粘液肉腫、骨髄異形成症候群、骨
髄増殖性腫瘍、鼻腔および副鼻腔癌、上咽頭癌、神経芽細胞腫、乏突起神経膠腫、口頭癌
、口腔癌、中咽頭癌、骨肉腫、卵巣癌、膵癌、膵島細胞腫瘍、乳頭癌、傍神経節腫、副甲
状腺癌、陰茎癌、咽頭癌、褐色細胞腫、松果体腫、下垂体腫瘍、胸膜肺芽腫、原発性腹膜
癌、前立腺癌、直腸癌、網膜芽細胞腫、腎細胞癌、腎盂腎および尿管癌、横紋筋肉腫、唾
液腺癌、皮脂腺癌、皮膚癌、軟部組織肉腫、扁平上皮癌、小細胞肺癌、小腸癌、胃の癌、
汗腺癌、滑膜腫、精巣癌、咽喉癌、胸腺癌、甲状腺癌、尿道癌、子宮癌、子宮肉腫、膣癌
、血管癌、外陰癌、ならびにウィルムス腫瘍からなる群から選択される、項目１０８～１
１３のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１６）
　前記がんが、肝臓癌、膵臓癌、肺癌、乳癌、膀胱癌、脳癌、骨癌、甲状腺癌、腎臓癌、
および皮膚癌からなる群から選択される、項目１０８～１１３のいずれか１項に記載の方
法。
（項目１１７）
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　前記がんが、液性がんまたは血液がんである、項目１０８～１１３のいずれか１項に記
載の方法。
（項目１１８）
　前記血液学的悪性腫瘍が、Ｂ細胞悪性腫瘍である、項目１１７に記載の方法。
（項目１１９）
　前記Ｂ細胞悪性腫瘍が、白血病、リンパ腫、および多発性骨髄腫からなる群から選択さ
れる、項目１１８に記載の方法。
（項目１２０）
　前記Ｂ細胞悪性腫瘍が、急性リンパ球性白血病（ＡＬＬ）、急性骨髄性白血病（ＡＭＬ
）、骨髄芽球性、前骨髄球性、骨髄単球性、単球性、赤白血病、有毛細胞白血病（ＨＣＬ
）、慢性リンパ球性白血病（ＣＬＬ）、および慢性骨髄性白血病（ＣＭＬ）、慢性骨髄単
球性白血病（ＣＭＭＬ）、および真性赤血球増加症、ホジキンリンパ腫、結節性リンパ球
優位型ホジキンリンパ腫、バーキットリンパ腫、小リンパ球性リンパ腫（ＳＬＬ）、びま
ん性大細胞型Ｂ細胞リンパ腫、濾胞性リンパ腫、免疫芽球性大細胞型リンパ腫、前駆Ｂリ
ンパ芽球性リンパ腫、マントル細胞リンパ腫、辺縁帯リンパ腫、菌状息肉腫、未分化大細
胞リンパ腫、セザリー症候群、前駆Ｔリンパ芽球性リンパ腫、多発性骨髄腫、顕性多発性
骨髄腫、くすぶり多発性骨髄腫、形質細胞白血病、非分泌性骨髄腫、ＩｇＤ骨髄腫、骨硬
化性骨髄腫、骨の孤立性形質細胞腫、ならびに髄外性形質細胞腫からなる群から選択され
る、項目１１８または項目１１９に記載の方法。
（項目１２１）
　前記Ｂ細胞悪性腫瘍が、多発性骨髄腫である、項目１１８～１２０のいずれか１項に記
載の方法。
（項目１２２）
　対象におけるがんと関連する１つ以上の症状を寛解させるための方法であって、前記対
象に、
　ａ）項目３４～６１のいずれか１項に記載の有効量の二量体化可能なサルベージ受容体
であって、前記対象が、項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベージＣＡＲを含む免
疫エフェクター細胞をこれまでに投与されたことがある、二量体化可能なサルベージ受容
体と、
　ｂ）前記二量体化可能なサルベージ受容体および前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメ
インに結合する有効量の架橋因子と、を投与することを含む、方法。
（項目１２３）
　対象におけるがんと関連する１つ以上の症状を寛解させるための方法であって、前記対
象に、
　ａ）架橋因子に結合した項目３４～６１のいずれか１項に記載の有効量の二量体化可能
なサルベージ受容体であって、前記対象が、項目１～３３のいずれか１項に記載のサルベ
ージＣＡＲを含む免疫エフェクター細胞をこれまでに投与されたことがある、二量体化可
能なサルベージ受容体を投与することを含む、方法。
（項目１２４）
　対象におけるがんと関連する１つ以上の症状を寛解させるための方法であって、前記対
象に、
　ａ）項目３４～６１のいずれか１項に記載の二量体化可能なサルベージ受容体を含む有
効量のサルベージＣＡＲ　Ｔ細胞と、
　ｂ）前記二量体化可能なサルベージ受容体の発現を誘発させるための誘導物質剤と、
　ｃ）前記二量体化可能なサルベージ受容体および前記サルベージＣＡＲの多量体化ドメ
インに結合する有効量の架橋因子と、を投与することを含む、方法。
（項目１２５）
　寛解される前記１つ以上の症状が、脱力感、疲労、息切れ、易挫傷性および易出血性、
頻繁な感染症、リンパ節腫大、腹部の膨張または痛み、骨痛または関節痛、骨折、計画外
の体重減少、食欲不振、寝汗、持続的微熱、ならびに排尿減少からなる群から選択される
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、項目１２２～１２４のいずれか１項に記載の方法。
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